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１．概要（Summary） 
食品、環境、医療などの幅広い分野において、迅速

かつ簡便に化学分析を行う事の出来るバイオセンサ

の利用が進んでいる。光技術に基づくバイオセンサは、

試料を破壊することなく高感度での測定が可能であ

り、また、従来のバイオイメージング技術との親和性

が高いなどの実用上の利点がある。我々のグループで

は、試料の超微量化が可能な液滴型マイクロ流路と方

向性結合(DC)型光導波路干渉計との融合により、高感

度・微量・迅速測定が可能な光導波路型バイオセンシ

ングデバイスの実現を目指し研究を進めてきている。

今回、導波路材料として採用した SU-8 は、本来フォ

トリソグラフィにより加工されるネガ型のレジスト

であるが、本研究ではより微細かつ高精度な加工が期

待される電子線描画によるパターニングを採用し、導

波路デバイスの作製を行った。その後、作製した構造

への光入射による、光学特性の評価を行った。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】電子線描画装置・電子顕微鏡 
シリコン基板上に SU-8 を塗布し、電子線描画装置を

用いて DC 型光導波路構造を形成した後、電子顕微鏡

によりその構造観察を行った。続いて、作製した導波

路構造に光を導入し、空気および水に対するシグナル

応答を評価した。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

電子線描画条件の最適化により、幅 600 nm の SU-
8 導波路構造をギャップ間隔 300 nm で形成すること

に成功した (Fig. 1)。続いて、作製した導波路に光を

導入し測定を行ったところ、デバイス長および表面物

質に応じたシグナル応答が得られた。これらの実験値

は、導波路理論から導かれる理論解と良い一致を示し、

センサとして動作していることが確認された(Fig. 2)。 

描画条件のさらなる検討により、導波路間隔 300 
nm 以下のデバイス作製を目指す。また、SiN を用い

たることでより微細な構造の作製も検討する 
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Fig. 1 (a) Device diagram, (b) SEM cross section image of 

wave guides 

 
Fig. 2 Detected signal and theoretical curve for air (a) 

and water (b) 


